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地球衛星観測システムの構築

Implementation of Satellite based Earth Observation System in Japan
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　地球温暖化等の社会的大課題に対応して我が国の衛星地球観測システムを構築・運用してゆくことは，政

府、省庁のみならず，学界にとっても重要な責務である．日本学術会議の夢ロードマップにおいても，ますま

すの地球観測の重要性とその利用が謳われている． 

　また，2017年の日本学術会議からの提言「我が国の地球衛星観| 測のあり方について」 においては，地球衛

星観測の戦略的計画推進の必要性、人材育成の体制強化、地球観測データ情報システムの強化、地球観測リテ

ラシーの向上の4つの項目が重要なテーマとして示された．この提言を受け，「今後の宇宙開発体制のあり方

に関するタスクフォー ス会合・リモートセンシング分科会（ＴＦ）」において，地球衛星観測が将来的に目指

すべき姿と戦略的計画推進およびコミュニティの強化についての方策とともに，中長期的および短期的な視点

に基づく地球衛星観測計画が提案されている． 

　本ＴＦの提案に基づき，地球科学先端研究のための地球衛星観測システムの構築を進めていく必要があ

る．あわせて，本システム構築およびデータの解析研究を進めることで，地球規模の気候変動・水循環メカニ

ズムの解明，地球温暖化予測の精度向上，気象予報の高精度化，災害などの社会課題の解決に資し，Society

5.0の実現に寄与することを目的とする研究計画が必要である． 

　本発表においては，この地球衛星観測システム構築の短中期構想を概説するとともに，さらに５０年の将来

展望について俯瞰する．
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